交野市　法適用申請に対する処分個票
[image: ]ID:　262　 
担当部署:　市民部 税務室　
	処分の概要
	臨時運行の許可

	法令名
根拠条項
	道路運送車両法　第34条第2項

	法令番号
	昭和26年法律第185号

	【基準】
　　前項の臨時運行の許可は、地方運輸局長、市区町村長が行う。
　　臨時運行の許可を受けた自動車については、臨時運行許可証に記載された目的及び経路に従って運行する場合に限り、車両の登録・ナンバープレートの設置・車検受検・自動車検査証の携帯、それぞれの義務は課されない。
　　許可を受けた者には、臨時運行許可証が交付され、臨時運行許可番号標(仮ナンバー)が貸与される。
　(許可基準等)
　臨時運行の許可は、以下の基準で行う。
①新規登録・新規検査・予備検査のための回送
②自動車検査証が有効でない自動車についての継続検査その他の検査の申請をするために必要な整備・修理のための回送
③試運転(自動車の製作者又は架装業者が自己の製作(架装)した自動車の性能を試験する目的のための運行のことをいう。試乗ではない)を行う場合
④販売のための回送
⑤ナンバープレートの再封印・再交付のための回送
　　臨時運行許可の有効期間は5日をこえない範囲で許可することができる。ただし、長期間を要する回送であることがあらかじめ判明している場合は、5日をこえて最小限の期間でこれを許可することができる。


	標準処理期間
	1日

	備考
	

	


	設定年月日
	平成24年10月1日
	最終変更年月日
	平成29年10月1日
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